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■国土交通省中国地方整備局では、梅雨、台風等による災害に対して、被災状
況等の迅速かつ正確な把握及び伝達、的確な指揮・対策を行うことを目的として、
管内災害対策演習を実施します。岡山河川事務所においても、吉井川、旭川、高
梁川三川の増水、堤防の決壊などを想定した対策演習を川沿いの市町と連携し、
下記のとおり実施します。なお、今回の演習は「河川道路統合型地域防災情報
提供システム」を利用した、初めての演習となります。

○演習日時
平成１９年５月１１日（金） ９：３０～１５：００
（取材等は、１０：００～１２：００でお願いいたします。）
１０：３０頃 ホットラインを使用した岡山市への情報提供
１１：２０頃 システムを使用した災害情報確認

○演習場所
岡山河川事務所及び各出張所

○主な演習内容
関係機関（整備局・出張所・岡山県・及び関係市町村・地下空間管理者）
との情報伝達演習

●問い合わせ先●
国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所

電話番号（０８６）２２３－５１０１（代表）
FAX （０８６）２３４－２２９８

（担当）副所長（技術） 植田 光明（内線２０５）
調査設計課長 上橋 昇 （内線３５１）



【写真】昨年度（平成１８年度）の演習状況

災害復旧工法の検討状況

各機関との情報伝達状況



●防災情報は、気象状況、河川水位や雨量の情報、交通規制情報、河川・道路・土砂災害の状況、自治体の避難勧告発令状況など、多
岐にわたり、いくつものサイトを閲覧しなければ全容が把握できない不便な状況でした。

当事務所では、岡山県内の防災情報の一元化を最終的な目標として、当面は岡山河川事務所管轄エリア周辺の河川と道路の防災情
報を統合し、一般の方でも閲覧しやすいＧＩＳ（地理情報システム）を利用した防災情報ポータルサイト「河川道路統合型地域防災情報シス
テム」を開発した。

※ＧＩＳ（地理情報システム）とは？
位置や空間に関する情報をもったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に表示できる高度な分析や迅速な判断を可能にする技術です。
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■河川道路統合型地域防災情報システムの例■

洪水予報、水防警報の発表
状況を表示します。発表項
目をクリックすると、詳細
を表示します。

災害発生の状況を時系列に
表示します。

防災情報のメニューを表示して
います。チェックボックスに
チェックを入れることでその情
報を地図上に表示します。

■リアルタイム河川情報
■リアルタイム道路情報
■リアルタイム気象情報
■災害時情報
■防災お役立ち情報
など、防災情報を一元化

洪水予報、水防警報の発表
区間を地図上に表示します。

災害毎に履歴を残すことが
でき、過去にどこでどんな
災害があったかを、後で見
ることができます。

地図上に防災情報を表示します。災害の種類
別にアイコンを表示し、いつどこで何が発生
しているか、一目瞭然です。 ■河川ＣＣＴＶ静止画像提供の例■

河川道路統合型地域防災情報システムのURL
http://bousai.okakawa-mlit.go.jp/

※ 平成19年6月15日～平成20年3月31日まで試行運用。
試行運用後、各自治体より意見を収集し改良を行います。
平成20年4月1日より本運用を開始します。
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